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令和５(2023)年度事業報告	
（令和５年４月１日〜令和６年３月31日）	

　一般財団法人化し、11年目となった令和５年度は、実施事業（公益）や、受託事業（収

益）などを堅実に行なった。新型コロナウイルスの5類への移行もあり、事業活動を徐々に

再開している。	

　今後もICTを活用したリモート事業などの新事業開発、既存事業の再検討、業務の効率化

など、社会変化やアフターコロナに対応した体制確立に努力したい。	

Ⅰ．地図学・地理学に関する研究（含地図・地理教育）	

１．地図および地図資料の情報化のための調査研究	

　わが国における地図の総合的情報化を目指し、研究会・委員会を開催、継続した。	

２．電子情報としての空間データの研究	

空間情報科学としての地図情報のあり方や、当財団としての今後の取り組み方を調査

し、ホームページ利用の方法や、他の団体とのネットワークのあり方を検討した。	

３．所蔵地図データベースの作成	

所蔵する地図、地図資料のテキストデータベース及び一覧表作成作業を継続して行っ

た。同時に所蔵地図目録の整備を行った。汚損のある一部資料の電子化も開始した。	

４．地域の変化に関する情報の研究（AiN）	

地域の環境変化、国土の変化等に関するデータベース｢地域情報ニュース｣を作成した

(令和５年度実績3,480件、累計88,832件)。	

５．インターネット関連事業の充実	

ホームページのモバイルファースト化を推進し、ほぼ全ての研究会員入退会・書籍購入

がホームページ経由となった。	

今年度は4名（うちPC4名）の入会者を獲得するとともに「地図情報」バックナンバー等

44冊販売した。	

６．研究のための関連内外学術団体との連携協力	

日本地図学会、ICA他の学術団体や民間団体との連携協力を行った。	

日本地図学会定期大会地図・図書展示は令和5年8月26〜27日、岐阜県立図書館で開催さ

れ出展した。	

７．実践マップスキル研究会ほか、受託行事の実施	

　令和５年度の実践マップスキル研究会は中止となった。	



８．市販書籍の編集・発行（帝国書院委託事業）	

・「地理統計Plus−WebGIS付き−」の国旗解説・国別資料作成	

・「地図で読む日本の歴史人物」編集（令和6年2月発行）	

Ⅱ．地図・地図資料の普及・啓発および地図・地理を主とした教育の振興	

１．地図・地図資料に関する知識の普及・啓発活動	

・第25回鳥取県「鳥取県児童生徒地域地図発表作品展」の開催を後援した。当財団から奨

励の賞状と記念品の授与を行った。（令和５年12月）	

・第27回「多摩市身のまわりの環境地図作品展」の開催を後援した。当財団から奨励の賞

状と記念品の授与を行った。（令和５年12月）	

・「国際地理オリンピック」の開催を後援した。	

２．地図・地図資料の普及・啓発のためのフィールド研究会およびセミナーの開催	

・令和５年12月9日「震生湖と秦野湧水巡り」秦野市　巡検開催	

・令和６年３月30日「関東大震災と横浜港」横浜みなと博物館　セミナー開催	

３．インターネットによる情報提供	

財団発行の各種出版物などをインター  ネットで提供・告知し、2件の問い合わせがあっ

た。当ホームページには1日当たり約560名（令和6年5月、年間平均で1,000名/日）の来

訪者があった。“地図情報”でのGoogle検索順位は５月15日現在で4位。	

Ⅲ．地図資料室の運営	

１．地図・地図資料の収集	

　地図・地図資料については、寄贈図書・CD-ROM等約12点（機関誌等は除く）を受領した。	

２．地図・地図資料の管理・運営	

　当財団所蔵の地図・地図資料の分類、整理を引き続き行った。	

３．地図・地図資料の提供	

　研究会員、一般に対して地図資料の情報提供・閲覧等を行なった。	

Ⅳ．地図・地図資料の普及・啓発および地図・地理を主とした教育関係出版物の刊行	

１．「地図情報」の刊行	

　研究機関誌「地図情報」Vol.43 No.1〜4を編集刊行した。	

・令和５年５月１日	 通巻165号　No.1「歴史がわかる地図 歴史を楽しむ地図」	

・令和５年８月１日	 通巻166号　No.2「鉄道路線図」	

・令和５年11月１日	 通巻167号　No.3「日本の海岸線」	

・令和６年２月１日	 通巻168号　No.4「地図で知る「関東大震災100年」」	

２．「地域情報ニュース（AiN）」の発行	

　月刊「地域情報ニュース」CD-ROMによる情報提供を行った。（Vol.35 No.1〜12）	

　13社14冊	



３．「ICICニュース」の発行	

　ニュースレター「ICICニュース」を刊行した。（季刊　No.105〜108）	

４．「国立地図学博物館」設立推進活動を継続した。	

Ⅴ．受託事業	

平成21年度から帝国書院をはじめとする受託事業を拡充させている。令和５年度は以下

の受託を行った（Ⅰ-9.参照）。	

・「地理統計Plus−WebGIS付き−」の国旗解説・国別資料作成	

・「地図で読む日本の歴史人物」編集	

・「全国児童・生徒地図展ポスター」制作	

・「教科書補正資料2024」冊子制作	

・「定期刊行物　更新情報・新聞スクラップ原稿」作成	

・「階」付録ポスター作成、冊子制作補助	

・各種広報業務	

Ⅵ．人事	

　令和５年６月21日に開催された定時評議員会で以下の人事が決議された。	

・評議員：足立直樹氏 退任	

Ⅶ．その他（監事監査・理事会・評議員会、委員会等）	

１．理事会・評議員会等の開催	

・令和５年５月26日　監事監査	

・令和５年６月２日　第１回理事会	

・令和５年６月21日　定時評議員会	

・令和６年３月18日　第２回理事会	

２．常任理事会の開催	

・令和５年度の常任理事会は開催せず。	

３．各委員会の開催状況	

令和元年度は以下の委員会を開催した（○数字は回）。	

編集委員会	

・令和５年４月５日①	

・令和５年６月７日②	

・令和５年７月７日③	

・令和５年９月６日④	

・令和５年10月６日⑤	

・令和５年12月６日⑥	

・令和６年１月10日⑦	

・令和６年３月６日⑧	

行事委員会	

・令和５年６月30日①	

・令和５年９月29日②	

・令和６年１月12日③	

・令和６年３月22日④	



事業委員会	

・令和５年12月15日①	

経営組織委員会	

・令和６年１月22日①	

４．受賞	

2023年度日本地図学会定期大会地図展に出展した地図情報付録「TARAWA」が優秀地図に

選定された｡	

※当財団の公益法人コード　略A01248	

※当財団のD-U-N-S Number（電子商取引企業識別コード）略699300492	

※当財団のインボイス番号　略	

※事業報告付属明細書（明細は事業報告書内に記載）。	


